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論  文  名 
Secularism and Religious Diversity in Japanese Higher Education: 
A Case Study on Providing Prayer Spaces for Muslim International 
Students 
本論文は、日本の高等教育機関によるムスリム／ムスリマ留学生への対応、とりわけ礼拝スペース
の確保をめぐる取組について、現地でのインタビューを中心とした調査を通してその実態を把握し、
オーストラリアとの比較を視野に入れつつ、その特徴と課題を明らかにしたものである。 
第一章ではまず研究の背景として日本におけるムスリム／ムスリマ留学生の増加と、教育制度にお
ける宗教の位置づけの歴史的変遷が取り上げられ、日本の教育現場で宗教への対応のあり方が問い直
されている現状が浮き彫りにされる。さらに在仙ムスリム／ムスリマ留学生の礼拝場所に関する予備
調査を通して、本論文の目的と方法が明らかにされる。その上で第二章では世俗主義に関する先行研
究を渉猟し、世俗主義国家の教育機関を分析するための枠組みが考察される。 
第三章ではオーストラリアの５大学の事例が現地調査をもとに紹介される。多文化主義を強く意識
した同国の大学ではキリスト教諸派のみならず仏教、ヒンドゥ、ユダヤ教、イスラームなど多様な宗
教伝統のチャプレンが雇用され、彼らによってそれぞれの信者の宗教実践のサポートがなされるとと
もに、宗教間や一般学生との対話イベントなどが企画されていることが示される。 
第四章ではまず日本の国立大学によるムスリム／ムスリマ留学生への対応の実態が明らかにされ
る。国立大学は宗教的活動を禁じる憲法や教育基本法への配慮から大学全体での対応に二の足を踏む
一方、現実に多数のムスリム留学生が在籍しているところから、研究室や教員個人の工夫によって礼
拝スペースを確保しているという実態が明らかにされる。他方、そのような法的制約を受けない私立
大学では、キリスト教系大学も含めて、イスラーム圏からの留学生確保を目指して礼拝スペースの確
保などに大学全体として積極的に取り組んでいることが指摘される。 
これらの知見をもとに、第五章では全体の議論と考察がなされる。オーストラリアの大学や日本の
私立大学が大学主導でムスリム／ムスリマへの対応をしているのに対し、日本の国立大学は研究室や
教員個人主導で対応がなされている。本論文では後者のような対応のあり方を「グラスルーツ型」と
呼んで前者の「トップダウン型」から区別し、オーストラリアとは異なった日本的な他宗教への対応
であると指摘している。 
本論文は、理論的な面ではなお考察の深化の余地を残し、論者の多文化主義理解などに疑問も残る
が、世俗主義を建前とする日本の国立大学におけるムスリム／ムスリマ留学生への対応の特徴を「グ
ラスルーツ型」として抽出することに成功しており、日本におけるニューカマー宗教の研究の進展に
重要な貢献をなした。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を
有するものと認められる。 
 
 
